
国際的企業再編と繰越欠損金・無形資産に関する考察
～ヤフー、日本IBM各事件及びグーグルのDIDSスキームを横断的にみる～

1

は
じ
め
に

最
近
、
国
内
の
複
数
の
企
業

が
一
つ
の
事
業
分
野
で
過
当
競

争
に
陥
り
再
編
に
よ
る
競
争
力

の
強
化
が
急
務
と
な
り
、
又
株

主
が
企
業
に
も
の
を
い
い
、
企

業
は
Ｒ
Ｏ
Ｅ
等
の
改
善
を
目
指

し
て
経
営
戦
略
を
見
直
す
等
を

背
景
に
大
型
国
際
再
編
が
活
発

化
し
て
い
る
。

「
組
織
再
編
」
は
、
原
則
機

能
等
の
無
形
資
産
の
価
値
が
溶

け
込
ん
だ
株
式
評
価
と
い
う
形

で
取
扱
わ
れ
、
又
「
事
業
再

編
」
は
別
の
概
念
で
、「
多
国

籍
企
業
に
よ
る
機
能
、
資
産
及

び
／
又
は
リ
ス
ク
の
国
境
を
越

え
た
再
編
」
と
定
義
さ
れ
る
。

2

ヤ
フ
ー
・
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
事
件

ヤ
フ
ー
・
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
事
件
で

は
、
平
成
13
年
度
税
制
改
正
で

創
設
さ
れ
た
法
人
税
法
1
3
2

条
の
2
の
規
定
の
適
用
が
初
め

て
訴
訟
で
争
わ
れ
、
司
法
が
そ

の
適
用
を
全
面
的
に
肯
定
す
る

判
断
を
し
た
。

原
告
ヤ
フ
ー
社
は
、
親
会
社

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
（
Ｓ
Ｂ
社
）

が
作
成
し
た
組
織
再
編
成
の
提

案
書
に
従
っ
て
、
①
同
社
の
完

全
子
会
社
で
あ
る
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
社

か
ら
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
社
を
新
設
分
割

す
る
こ
と
（
本
件
分
割
）
②
Ｉ

Ｄ
Ｃ
Ｓ
社
が
原
告
に
対
し
て
Ｉ

Ｄ
Ｃ
Ｆ
社
の
株
式
を
譲
渡
す
る

こ
と
③
Ｓ
Ｂ
社
が
原
告
に
対
し

て
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
社
の
株
式
を
譲
渡

す
る
こ
と
（
本
件
買
収
）
④
原

告
が
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
社
を
合
併
す
る

こ
と
（
本
件
合
併
）
を
順
次
実

行
し
た
結
果
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
社
の

未
処
理
欠
損
金
を
自
社
の
欠
損

金
と
み
な
し
て
損
金
の
額
に
算

入
し
た
。

行
政
処
分
庁
は
、
本
件
買

収
、
本
件
合
併
及
び
こ
れ
ら
の

実
現
に
向
け
ら
れ
た
原
告
の
一

連
の
行
為
（
原
告
が
そ
の
代
表

取
締
役
を
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
社
の
取
締

役
副
社
長
に
就
任
さ
せ
た
行
為

を
含
む
）
は
、
法
令
に
規
定
す

る
要
件
を
形
式
的
に
満
た
し
、

租
税
回
避
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
異
常
な
い
し
変
則
的
な

も
の
で
あ
り
、
そ
の
行
為
又
は

計
算
を
容
認
し
た
場
合
に
は
、

法
人
税
の
負
担
を
不
当
に
減
少

さ
せ
る
結
果
と
な
る
と
認
め
ら

れ
る
（
不
当
性
要
件
）
と
し

て
、
法
1
3
2
条
の
2
を
適
用

し
て
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
社
の
未
処
理

欠
損
金
を
否
認
す
る
更
正
処
分

を
し
た
。

裁
判
所
は
、「
法
1
3
2
条

の
2
は
、
組
織
再
編
税
制
の
導

入
と
共
に
設
け
ら
れ
た
個
別
否

認
規
定
と
併
せ
て
新
た
に
設
け

ら
れ
た
包
括
否
認
規
定
で
あ
る

こ
と
、
当
該
規
定
が
設
け
ら
れ

た
趣
旨
は
、
組
織
再
編
成
の
形

態
や
方
法
は
複
雑
か
つ
多
様
で

あ
り
、
あ
る
経
済
的
効
果
を
発

生
さ
せ
る
組
織
再
編
成
の
方
法

は
単
一
で
は
な
く
同
じ
経
済
的

効
果
を
発
生
さ
せ
る
複
数
の
方

法
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
異

な
る
課
税
を
行
う
と
、
租
税
回

避
の
温
床
を
作
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
創
設
さ
れ
た
。「
不
当

性
要
件
」
と
は
、
①
法
1
3
2

条
と
同
様
に
取
引
が
経
済
取
引

と
し
て
不
合
理
、
不
自
然
で
あ

る
場
合
、
②
組
織
再
編
成
に
係

る
行
為
の
一
部
が
、
組
織
再
編

成
に
係
る
個
別
規
定
の
要
件
を

形
式
的
に
充
足
し
、
当
該
行
為

を
含
む
一
連
の
組
織
再
編
成
に

係
る
税
負
担
を
減
少
さ
せ
る
も

の
の
、
当
該
効
果
を
容
認
す
る

こ
と
が
組
織
再
編
成
の
趣
旨
・

目
的
又
は
当
該
個
別
規
定
の
趣

旨
・
目
的
に
反
す
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
も
の
も
含
む
と
解

す
る
。

当
該
規
定
は
、
否
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
行
為
又
は
計
算
の

主
体
で
あ
る
法
人
と
法
人
税
に

つ
き
更
正
又
は
決
定
を
受
け
る

法
人
と
が
異
な
る
場
合
も
予
定

し
て
い
る
。

本
件
提
案
は
、
そ
の
出
発
点

に
お
い
て
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
社
の
未
処

理
欠
損
金
額
を
余
す
こ
と
な
く

処
理
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
等
諸
事
情

を
総
合
勘
案
す
る
と
、
副
社
長

就
任
は
特
定
役
員
引
継
要
件
を

形
式
的
に
充
足
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
に
よ
る
税
負
担
減
少

効
果
を
容
認
す
る
こ
と
は
法
57

条
3
項
等
が
設
け
ら
れ
た
趣
旨

・
目
的
に
反
す
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
法
1
3
2
条
の
2

の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
役
員

へ
の
就
任
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
社
の
行

為
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
原
処
分
を
支
持
し
た
。

Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
社
事
件
で
は
、
原

告
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
社
は
本
件
分
割
が

非
適
格
分
割
に
該
当
す
る
と
し

て
資
産
調
整
勘
定
か
ら
所
定
の

金
額
を
減
額
し
て
損
金
の
額
に

算
入
し
た
が
、
行
政
処
分
庁

は
、
法
令
に
規
定
す
る
要
件
を

形
式
的
に
満
た
さ
な
い
こ
と
と

す
る
こ
と
に
よ
り
本
件
分
割
を

非
適
格
分
割
と
し
た
上
で
、
資

産
調
整
勘
定
を
生
じ
さ
せ
て
減

額
し
、
損
金
の
額
に
算
入
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
異
常
か
つ

変
則
的
な
行
為
で
あ
る
と
し

て
、
法
1
3
2
条
の
2
を
適
用

し
て
更
正
処
分
を
し
た
。

裁
判
所
は
「
分
割
後
に
本
件

譲
渡
を
行
う
と
い
う
本
件
計
画

を
前
提
と
し
た
分
割
行
為
は
、

局
所
的
に
み
れ
ば
完
全
支
配
関

係
継
続
見
込
要
件
を
充
足
し
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
る
税
負
担
減
少

効
果
を
容
認
す
る
こ
と
は
、
法

令
が
設
け
ら
れ
た
趣
旨
目
的
に

反
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
本
件
分
割
は
適
格
分
割
で

あ
り
、
法
1
3
2
条
の
2
の
不

当
性
要
件
に
該
当
す
る
。
法
1

3
2
条
と
法
1
3
2
条
の
2
と

は
、
そ
の
基
本
的
な
趣
旨
目
的

を
異
に
す
る
た
め
両
者
の
要
件

を
同
義
に
解
す
理
由
は
な
く
、

法
1
3
2
条
の
2
の
規
定
に
よ

り
否
認
さ
れ
引
き
直
さ
れ
る
の

は
、
法
形
式
を
異
に
す
る
も
の

に
は
限
ら
れ
ず
、
事
実
行
為
と

し
て
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
も

の
も
含
む
」
と
原
処
分
を
支
持

し
た
。

「
法
1
3
2
条
の
2
の
解
釈

は
、
納
税
者
の
予
測
可
能
性
を

害
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し

て
、
納
税
者
は
、
条
文
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
組
織
再
編
税
制

や
個
別
規
定
等
の
趣
旨
目
的
に

つ
い
て
も
読
み
取
る
必
要
が
あ

り
、「
こ
れ
を
も
っ
て
租
税
法

律
主
義
に
反
す
る
と
ま
で
は
い

え
な
い
」
の
で
、
今
後
は
総
合

的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
事
件
で
は
、
原
告

Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
社
は
分
社
型
分
割
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
後
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ

Ｆ
株
式
の
ヤ
フ
ー
社
へ
の
譲
渡

に
よ
り
Ｉ
Ｄ
Ｃ
Ｓ
社
と
の
1
0

0
％
の
保
有
関
係
が
終
了
し
た

の
で
、
非
適
格
分
割
と
し
て
承

継
事
業
を
時
価
で
受
入
れ
た

後
、
当
該
事
業
に
係
る
「
正
の

の
れ
ん
」
を
資
産
調
整
勘
定
に

し
た
。
し
か
し
、
株
式
の
保
有

関
係
は
一
瞬
で
あ
り
、
既
に
復

活
し
た
こ
と
か
ら
こ
れ
を
適
格

分
割
と
判
断
さ
れ
、
資
産
が
簿

価
受
入
れ
と
な
り
、
資
産
調
整

勘
定
は
存
在
し
な
い
こ
と
と
な

り
、
こ
の
資
産
調
整
勘
定
の
5

年
償
却
は
欠
損
金
の
引
継
ぎ
を

図
っ
た
の
と
同
じ
で
、「
適
格

外
し
」
に
当
た
る
。

な
お
、平
成
26
年
11
月
5
日
、

東
京
高
裁
は
1
審
同
様
ヤ
フ
ー

社
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

3

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
事
件

米
国
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
唯
一
の
社

員
と
す
る
同
族
会
社
で
あ
っ
た

原
告
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｈ
社

が
、
親
会
社
米
国
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
か

ら
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
発
行
済
株

式
の
全
部
を
取
得
し
、
そ
の
後

3
回
に
わ
た
り
当
該
株
式
の
一

部
を
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
譲
渡
、

そ
の
対
価
の
額
と
そ
の
原
価
の

額
と
の
差
額
で
あ
る
譲
渡
損
失

額
を
各
事
業
年
度
の
損
金
の
額

に
算
入
し
て
生
じ
た
欠
損
金
の

額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
連
結

納
税
の
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
た
事
業
年
度
の
連
結

所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の

額
に
算
入
し
て
連
結
期
の
確
定

申
告
を
し
た
。
行
政
処
分
庁

は
、
法
1
3
2
条
を
適
用
し
て

各
譲
渡
損
失
額
を
否
認
す
る
更

正
処
分
を
し
た
。

裁
判
所
は
「
法
1
3
2
条
の

解
釈
に
は
最
高
裁
昭
和
53
年
判

決
を
引
用
し
、
他
の
争
点
に
つ

い
て
は
い
ず
れ
も
不
当
な
も
の

と
評
価
す
る
と
認
め
る
に
は
足

り
な
い
」
と
判
断
し
た
。

平
成
13
年
度
税
制
改
正
自
己

株
式
に
関
し
て
、
み
な
し
配
当

と
株
式
の
譲
渡
損
の
双
方
の
多

額
計
上
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な

り
、
中
間
持
株
会
社
を
設
け
れ

ば
、
多
額
の
欠
損
金
が
生
じ
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
原
告
の

設
立
に
当
た
り
、
当
該
多
額
の

欠
損
金
を
ど
の
よ
う
に
処
理

（
使
用
）
す
る
予
定
で
あ
っ
た

の
か
を
確
認
、
証
拠
づ
け
る
資

料
等
が
一
切
表
れ
て
い
な
い
点

等
が
釈
然
と
し
な
い
。

4

外
国
法
人
の
繰
越
欠
損
金
と
帰
属
主
義
へ
の
変
更

今
回
の
税
制
改
正
で
、
国
際

課
税
原
則
が
総
合
主
義
か
ら
帰

属
主
義
（
Ａ
Ｏ
Ａ
）
に
見
直
さ

れ
る
。

外
国
法
人
の
課
税
所
得
を
、

「
Ｐ
Ｅ
帰
属
所
得
」
と
「
Ｐ
Ｅ

非
帰
属
所
得
」
に
区
分
し
相
互

に
損
益
通
算
を
行
わ
な
い
場
合

に
は
、
欠
損
金
に
つ
い
て
も
2

本
立
て
と
す
る
考
え
方
を
採
用

す
る
時
は
、
前
者
に
係
る
未
処

理
欠
損
金
額
に
つ
い
て
は
、
法

1
4
2
条
カ
ッ
コ
書
き
に
お
け

る
除
外
規
定
を
外
し
、
内
国
法

人
と
の
整
合
性
を
取
る
必
要
が

あ
る
。

5

Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（B

ase
Erosion

and
P
rofit

S
hifting＝

税
源
浸
食
と
利
益
移
転
）

グ
ー
グ
ル
事
例
は
、「Cost

Sharing

」
に
よ
り
無
形
資

産
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
移
転

し
、「Double

Irish

」
に

よ

り
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
課
税
を
圧

縮
し
、
問
屋
ス
キ
ー
ム
、

Hybrid
Entity

利
用
ス
キ
ー

ム
を
絡
ま
せ
な
が
ら
「Dutch

Sandwich

」
を
利
用
し
て
源

泉
税
を
回
避
す
る
と
い
う
仕
組

み
で
あ
る
。

米
国
のCheck-the-box

税

制
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
Ｙ
及
び
Ｘ
と
オ

ラ
ン
ダ
法
人
間
の
取
引
は
全
て

同
一
法
人
間
の
内
部
取
引
（＝

支
店
）
と
み
な
さ
れ
る
た
め
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
Ｘ
は
米
国
の
Ｃ

Ｆ
Ｃ
税
制
の
適
用
を
実
質
的
に

回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。

Cost
Sharing

契
約
の
下
で

は
、
開
発
さ
れ
た
無
形
資
産
が

契
約
参
加
者
に
帰
属
す
る
こ
と

に
な
り
、Royalty

の
支
払
い

が
不
要
に
な
る
為
、
多
国
籍
企

業
が
無
形
資
産
を
国
外
移
転
し

グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で
の
税
負

担
を
圧
縮
す
る
方
法
と
し
て
頻

繁
に
使
わ
れ
る
。

6

無
形
資
産
の
定
義
、
価
値
評
価
等

無
形
資
産
等
の
移
転
に
よ
る

事
業
再
編
を
通
じ
て
、
国
外
関

連
当
事
者
間
で
の
機
能
、
リ
ス

ク
の
再
配
分
が
行
わ
れ
る
と
、

収
益
獲
得
機
能
等
の
経
済
的
実

態
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
そ
こ
に
資
産
等
の
移
転
の

事
実
を
と
ら
え
て
移
転
価
格
税

制
上
の
課
税
問
題
が
生
じ
る
の

で
、
経
済
的
価
値
を
生
む
所
得

の
源
泉
と
な
る
「
無
形
資
産
」

を
所
得
と
の
関
係
に
お
い
て
定

義
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。2

0
1
4
・
9
・
16
に
公
表

さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
報
告
書
で

は
、「
無
形
資
産
と
は
、
有
形

資
産
・
金
融
資
産
で
は
な
く
、

所
有
・
支
配
が
で
き
、
同
様
の

状
況
の
非
関
連
者
間
取
引
に
お

い
て
そ
の
使
用
又
は
移
転
に
よ

り
報
酬
が
生
ず
る
資
産
」
と
定

義
し
た
。

事
業
再
編
自
体
に
伴
う
独
立

企
業
原
則
の
適
用
と
再
編
後
の

取
引
に
対
す
る
適
用
と
い
う
2

段
階
で
考
え
る
必
要
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
価
値
の
あ
る
も

の
が
国
外
に
出
て
い
く
こ
と
が

問
題
の
中
心
で
あ
り
、
無
形
資

産
の
価
値
評
価
も
重
要
に
な

る
。無

形
資
産
の
潜
在
的
利
益
の

評
価
に
つ
い
て
は
、
関
連
当
事

者
間
に
お
け
る
事
業
再
編
の
特

殊
性
か
ら
、
独
立
企
業
間
の
比

較
対
象
取
引
が
存
在
せ
ず
、
独

立
企
業
原
則
に
基
づ
く
評
価
額

の
算
定
が
困
難
と
い
う
問
題
が

あ
る
。
所
得
相
応
性
基
準
と
い

う
考
え
方
も
あ
る
が
、
無
形
資

産
の
評
価
等
に
係
る
事
後
調
整

に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は

「
後
知
恵
」
と
し
て
、
基
本
的

に
認
め
て
い
な
い
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
「
無
形
資
産
の

価
値
算
定
で
信
頼
得
る
比
較
対

象
取
引
が
存
在
し
な
い
場
合
の

評
価
手
段
と
し
て
、Discount

Cash
Flow

法
の
導
入
」
を

公
表
し
た
。

日
本
を
含
め
世
界
の
多
国
籍

企
業
で
は
、
低
税
率
国
に
向
け

て
研
究
開
発
機
能
に
留
ま
ら
ず

本
社
機
能
さ
え
も
移
転
す
る
と

い
う
現
象
にExit

Tax

と
も
併

せ
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

7

ま
と
め

「
多
額
の
繰
越
欠
損
金
の
処

理
方
法
」
が
課
税
事
件
の
共
通

し
た
争
点
で
あ
っ
た
。

我
が
国
の
欠
損
法
人
の
割
合

は
72
％
、
米
国
54
％
、
欠
損
金

額
の
繰
越
期
間
は
9
年
だ
が
英

国
、
仏
国
等
は
無
制
限
で
あ

り
、
法
人
税
法
定
実
効
税
率
は

米
国
39
・
13
％
に
次
い
で
36
・

89
％
と
い
う
状
況
下
で
の
「
多

額
の
繰
越
欠
損
金
額
」
を
巡
る

課
税
問
題
の
発
生
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。

経
営
戦
略
を
見
直
す
過
程
で

の
企
業
再
編
は
私
的
自
治
原
則

の
結
果
と
し
て
導
か
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、「
経
済
的
合
理

性
」
が
あ
れ
ば
「
租
税
回
避
行

為
」
は
行
わ
れ
な
い
と
い
う
結

果
に
結
び
つ
く
だ
ろ
う
か
。

「
経
済
的
合
理
性
の
有
無
」
と

い
う
判
断
基
準
は
複
雑
多
岐
に

わ
た
る
経
済
取
引
、
特
に
国
際

課
税
に
お
い
て
は
更
に
難
解
な

用
語
、
基
準
に
な
っ
て
い
く
と

思
う
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
無
形
資
産
の
定

義
、
評
価
方
法
に
つ
い
て
の
方

向
性
を
示
し
た
も
の
の
、
国
際

課
税
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
は

ま
だ
多
く
の
難
問
が
潜
在
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

森井泉勝人［日本橋］
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会
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